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ブカッ。田んぼから足を抜く時の独

特な音が聞こえましたが、ひっくり

返らないように田植えに集中するの

が精一杯の私でした。 

田植えの後は夕食交流会。小山田美

女会の方々の山菜尽くしの手料理の

数々、柔らかくて脂の滴る岩手牛の

炭火焼きステーキなど、大ご馳走を

いただきました。素材を生かした、

優しい素朴なお料理ばかりです。 

二日目は育苗センターと、地域の人 

パルシステム神奈川には＜商品購入

だけ＞じゃない関わり方「エリア活

動」があります。組合員活動のひと

つで、各配送センターを基盤に、組

合員どうしの交流や商品について学

びあいの活動を行うもので、県内

11 のエリアに分かれています。 

＜商品購入だけ＞から一歩ふみ出せ

ば、「パルシステム」という共通項

がある仲間と新しいつながりが生ま

れ、自分の可能性を発見できます！

エリア活動については、上記組合員

活動推進課、または「パルシステム

神奈川」サイトまで、お気軽にお問

い合わせください。（SR） 

■今年こそバケツ稲リベンジ！ 

■緑豊かな自然で東和の春を過ごす いわて花巻 春の交流 

 

口減少・高齢化への対策から立ち上

がった小さなスーパー『小山田スー

パー おっほ』の見学。その後、絶

滅危惧種のメダカ保護の活動を行っ

ている『東和めだかの里』で外来種

駆除のためザリガニ釣りを楽しみ、

昼食は野外で小山田美女会特製のお

弁当をいただきました。 

緑豊かな自然の中で、たくさんの

方々と「東和の春」をゆっくりと過

ごせて、今回も心に残る良い交流で

した。（TK） 

 

5/11(土)・12(日)快晴。JA いわて

花巻 春の交流に参加しました。昨年

秋に続いて二度目の参加です。現地

は予想以上にもわ～っとした気温で

したが、青い空はとても広く、木々の

緑が眩しいくらいに濃く、藤の花が

木々に巻き付いて垂れていました。 

まずは田植えの服装に着替え、ハイ

ソックスだけの状態で、いざ田んぼ

の中へ。田んぼの水は思ったほど冷

たくなかったです。ブカッ、ブコッ、 

 

昨年は穂がなる前に失敗してしまっ

た我が家では、今年は 4 歳の娘と一

緒にリベンジです。彼女の役割は毎

朝の外出前にバケツ稲の水量を確認

し、水が減っていたら入れること。

虫が湧くというトラブルもありまし

たが、雨の日に一度バケツ内の水を

捨てて雨水を入れたところ、虫も減

り葉が元気になった気がします。こ

れから風雨や夏の暑さに負けずに、

スクスク育ってほしいです。（WM） 

■横浜南センターより ■エリア活動のご案内 

 

パルシステムがお届けしたもののう

ち、特定の容器・包装は毎週回収し、

資源循環と廃棄物の削減に取り組ん

でいます。リユース・リサイクル対象

商品に表示している「R マーク」が目

印です。横浜南センターでも回収を

強化しています。 

パルシステムの 3R 活動を動画でご

紹介しています。２次元 

コードからぜひご覧くだ 

さい。（岩井センター長） 


